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順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

１ 高瀬 洋 沖田井堰等

の工事に関

連して 

⑴受益者はどの程度いるのか。 

現在、農業をされている市民は減ってい

ると思われるが、その数を確認したい。 

部長 

⑵どのような工事なのか。 

 具体的にどのような工事なのか確認す

る。また、工事完了後の水防上のメリッ

トについても問う。 

⑶ビオトープ等への配慮がなされるのか 

工事現場付近は多くの魚の生息地になっ

ている。 

⑷これまでの樋門や水門の管理について 

今後の水門の管理を考える前にこれまで

の管理について確認する。 

⑸今後の水門の管理について 

今後はポンプによる取水となることや、

水路の目的も変化してきているので、今

後の管理について聞く。 

⑹水路の管理について 

泥の堆積や水もの発生などを水路近隣の世

帯で心配する声があるが、対策をどう考え

ているのか。    

⑺管理組合の組織について   

沖田井堰の管理組合には、市の職員が２

名入っている。これは管理組合と市が協

力しあうということでとても良いことで

あると思う。今後とも市の職員２名が管

理組合の理事となってもらいたいが、市

長の考えを聞く。  

市長 

童子山公園

の管理等に

関して 

⑴工事の計画について 

約５年前に西脇区の要望等を反映して市

では「童子山公園整備基本計画案」をま

とめたが、その後どうなっているのか。 

部長 

⑵遊び場としての機能 

多くの保護者からは遊び場としての機能

を高めて欲しいという希望がある。 

 

 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   ⑶公園の適切な維持管理のための役割分担

について 

西脇区では年５回、公園の美化活動を行

っているが出来ることには限界があり、

市、住民サービス公社、西脇区の連携が

重要である。また、専属者も必要と思う

がどうか。 

 

⑷童子山公園の管理について 

童子山公園はかつての県立西脇高校のス

ペース、市庁舎であったスペース、配水

池であった山の部分など市民にとって思

い出深い公園である。市民もこの公園の

維持に努力していますが、市と市民の協

働も大切である。公園の維持管理やリニ

ューアルについて市長の思いを聞く。 

市長 

２ 村岡栄紀 空き家の積

極的流通、

活用で西脇

を元気に。 

⑴現在、特定空き家等候補となっている物

件は、「建物の基準」及び「放置すれば

近隣住民に重大な危険を及ぼす」といっ

た点において「特定空き家の基準」を満

たしていると考えていいのか。 

部長 

⑵当時の総務産業常任委員会として、建築

物の状態が特定空き家の基準を満たせ

ば、速やかに特定空き家に認定するべき

であるという提言を行った。これに対す

る市の現在の見解は。 

⑶特定空き家候補を含む、危険空き家の中

で、固定資産税の住宅特例を受けている

空き家の数は。 

⑷長年解決できずにいた問題が「特定空き

家」認定を契機に確実に前進すると予測

して、認定を積極的に推し進めていくべ

きだと考えるが。 

⑸斎藤知事が掲げている条例案では県内に

約36万戸ある空き家のうち、利用できる

のに流通していない約11万戸を対象とし

ているということであるが、本市の空き

家等との整合性、展望等は。 

 

 

 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   ⑹空き家問題と同様に、耕作放棄地等を防

ぐには、農地流通を促進させて将来の担

い手の裾野を広げていくべきだと考える

とともに、市街化調整区域等の空き家も

積極的に流通促進すべきと考えるが。 

また、母屋と農地のセット売買の現状や

農地流通促進の展望は。 

 

⑺50～ 100点未満の適正管理をしないと将

来特定空き家になる可能性のある空き家

の現状は。 

また、所有者に対してどのような問題解

決への働きかけを行っているのか。 

⑻０～50点未満の「修理すれば十分住める

空き家」の所有者に対して、どのような

問題解決への働きかけを行っているの

か。 

⑼修理すれば十分に住むことのできるすべ

ての空き家に対し、空き家バンク等への

登録などを積極的に推奨し、また、傷み

等が激しく登録が難しいとされる空き家

に対しても、物件情報において重要事項

説明を徹底した上で、市場への積極的流

通活用を推進することが必要であると考

えるが。 

⑽不動産業者は３％＋６万円の手数料のル

ールに従い、できるだけ高く売りたいと

考えるが、空き家売買のポイントは「安

さ」であり、「安ければ売れる」という

市場においては、業界の常識は厳しいの

ではないかと考えるが。 

⑾物件情報作成を不動産業者任せにせず、

売主にも参加してもらい、物件概要より

も「売ることになった理由」や「これま

での経緯」を詳しく書いてもらうことを

促し、売主の「ストーリー」を重視する

ことを提案する。 

 

 

 

 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   

 

⑿売買に関しても不動産業者に一任するの

ではなく、情報を売主も市職員も共有

し、売主も契約までの交渉等に参加でき

るといった制度の見直しを行い、売主、

不動産業者、市職員が三位一体となって

空き家流通活用の仕組みの構築や促進に

取り組むことを提案する。 

 

⒀昨年12月開設以来、オンライン空き家相

談窓口はどのくらい認知され、どういっ

た内容の相談が寄せられているのか。 

また、宅地建物取引業協会北播磨支部と

の意見交換会において、どういった話し

合いが行われたのか。 

⒁オンライン空き家相談窓口を幅広くPRす

るとともに、窓口のひとつの核として空

き家の流通促進にも重点を置くべきであ

ると考える。 

また、宅地建物取引業協会北播磨支部等

の民間団体との業務提携や連携を積極的

に行い、しっかりとした協力体制を構築

すべきと考えるが。 

⒂今後、空き家の積極的流通、活用が自治

体の「まちづくり」の明暗を左右すると

言っても過言ではないと考える。そうい

った意味において、市として空き家流通

に本気で取り組むことが、本市の活性化

につながると考えるが、市長の見解は。 

市長 

３ 東野敏弘 JR加古川線

（旧谷川線

・西脇市～

谷川）の存

続を求めて 

⑴JR加古川線の果たしている役割、位置づ

けについて聞く。 

 ４月12日付神戸新聞で、「県内JR４路線

６区間赤字」と大きな見出しで報道さ

れ、西脇市～谷川までの旧谷川線は廃線

になるのではと沿線住民の方々は心配さ

れている。旧谷川線の果たしている役

割、西脇市における位置づけについて市

行政の考えを問う。 

部長 

  



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   ⑵JR加古川線の電化に向けた取り組み実績

を聞く。 

 JR加古川線は、沿線住民の長年の念願で

あった全線電化を平成16年12月に完了し

た。沿線自治体も負担を行い、住民の募

金活動も行われた。沿線自治体や議会、

商工会等で構成する電化促進期成同盟会

の役割が大きかったと考える。 

 

⑶兵庫県が提唱しているJR西日本の赤字路

線の活性化を議論する「JRローカル線維

持・利用促進検討協議会（仮称）」につ

いて聞く。 

 斎藤知事は、赤字ローカル路線を維持す

る必要があり、利用促進を議論する協議

会を立ち上げ、方向性を出したいと話さ

れている。「JRローカル線維持・利用促

進検討協議会（仮称）」の動きと、西脇

市の立ち位置や果たすべき役割を聞く。 

⑷JR加古川線の活性化（乗客増）に向けた

具体的な取組について聞く。 

 JR加古川線の活性化に向け、乗客増を図

る取り組みが求められる。自転車の持ち

込みができる電車や歌声列車の運行や谷

川駅での福知山線との連絡の改善、通学

時間帯での増便、加古川駅から谷川駅ま

での直通電車の運行等について聞く。ま

た、駅舎や駐輪場の整備について聞く。 

⑸JR加古川線（旧谷川線）の存続、活性化

に向けた市長の考えを問う。 

 JR加古川線（旧谷川線）の存続、活性化

に向け、沿線自治体との連携が重要にな

ってくる。特に、旧谷川線に関しては、

丹波市との連携が重要である。沿線自治

体との連携やJR西日本への働きかけ等、

片山市長のリダーシップに期待する。 

市長 

４ 杉本佳隆 観光交流促

進による地

域の活性化

に向けて 

⑴旅行者への助成（観光交流活動創出支援

事業）について 

①コロナ前とコロナ過における西脇市の

観光客の推移 

部長 

②事業の目的と実績・成果 

③事業メニュ－考案の見地、コロナの影

響を踏まえたメニュ－の創設 



 

順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   ④国・県の助成事業との併用・課題  

⑤旅行会社へのセールス・情報発信 

⑵旅行助成以外の観光交流の促進について 

①今後の取組方針 

②誘客イベントの企画・開催 

⑶ウイズコロナ、アフターコロナを踏まえ

た観光交流に必要な視点と今後の展開方

針 

市長 

５ 藤原哲也 ヤングケア

ラーの実態

調査と支援

に向けて 

⑴ヤングケアラー支援への取組は。 部長 

⑵ヤングケアラーの市政として小学校６年

生・中学生の実態調査に向けての取組

は。 

⑶ヤングケアラー支援に対し関係機関との

連携について。 

⑷本市のヤングケアラーに対する支援と思

いを聞く。 

市長 

北はりま旬

菜館を中心

とした「エ

シカル消

費」の推進 

⑴「北はりま旬菜館」の近年の経営状況に

ついて 

部長 

⑵来客数を増やすためのイベント開催につ

いて 

⑶市場（周辺店舗）の改修による新たな顧

客の獲得及び市場との連携による賑わい

について 

⑷「北はりま旬菜館」を中心としたエシカ

ル消費の推進について。「西脇エシカル

消費の日」を設定してはどうか。 

⑸最後に、ＳＤＧｓのゴール12に関する現

状と進捗状況、今後の取組方針を問う。 

市長 

６ 坂部武美 「 市 民 憲

章」・「市

の木、市の

花」の普及

推進につい

て 

⑴「西脇市民憲章」・「市の木、市の花」

の普及推進をどのように考えているのか 

①西脇市民憲章の普及啓発等の進捗状況

と今後の普及啓発推進の考えは 

市長 

②市の木・サクラ、市の花・シバザクラ

の普及推進の考えは 

スポーツ庁

の「運動部

活動の地域

移行」につ

いて 

⑴スポーツ庁の「運動部活動の地域移行」

をどのように進めていくのか  

①現在の外部指導者の状況は 

教育長 

②運動部活動の地域移行への課題は 

 ③運動部活動の地域移行を進めるための

方策は 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

７ 森脇久夫 高校生の通

学路安全確

保について 

⑴国道 175号西脇北バイパスの早期部分開

通について 

令和２年３月に西脇北バイパスの寺内ラ

ンプ・大伏ランプ間が開通したが、部分

開通のため加古川沿いとなる畑瀬－蒲江

北間の自動車通行量が大幅に減少してい

ないように見え、高校生が登校時国道の

右側を走っていて、決して安全とはいえ 

ない状況にある。現行の部分開通区間を

（仮称）津万ランプまで延伸することで

現行ルートを走る自動車を減少させ、通

学生の安全確保を図ることができない

か。 

技監 

⑵県道24号（多可・北条線）明楽寺―加西

市河内間の通学路について 

明楽寺から加西市河内に至る県道の西脇

市部分の拡幅工事が終了したが、明楽寺

交差点から道路西側に歩道のある区間の

路側帯幅が狭くなっている。加西方面に

下校する自転車通学生が危険な状態にあ

り、安全確保を図る対応が必要。 

８ 村井正信 耕作放棄地

の解消に向

けて 

⑴農業委員会の必須業務として、担い手へ

の農地利用の促進・集約化の取組がある

が、この５年間で担い手及び集約化はど

の程度進んでいるのか。 

市長 

⑵耕作放棄地は８町歩～10町歩程度で推移

している。2015年農林業センサス・兵庫

県結果によると、西脇市の耕作放棄地は

約30町となっている。どちらが現状に近

いのか。 

⑶遊休農地、耕作放棄地を減少させていく

対策として実行している事業はどのよう

なものがあるのか。 

⑷西脇農業ビジョンのなかで各農会や集落

でやってみてもよい取組は「貸し農

園  ・  市民農園  」が挙げられている

が、現状の取組はどうなっているのか。 

⑸「人・農地プラン」では、田んぼの畦畔

の草刈りについての対策はあるのか。 

 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   ⑹対策 

①市が草刈機を購入し、耕作者に貸与す

る仕組みの創設 

②センチピードグラス耐寒性改良品種

（和名：ムカデ芝）の種子の添付された

植生シートを利用 

③田んぼの畦畔は水路や農道と同じよう

に「集落で管理する施設（共有の財）」

と考え、個人の田んぼや担い手に預けた

田んぼは多面的機能支払の「農地維持支

払」を使って畦畔の草刈りに日当を出す

制度の創設を求める。 

 

公営の合葬

式墓所の整

備について 

私が合葬式墓所の創設を取り上げてから、

市民から是非西脇市に作ってほしいとの声

を聞くことが多くなった。子どもはいるが

遠い所にいるので、今後お墓のことで負担

をかけたくないと言われる人や、子どもが

いないのでお墓を作っても世話をしてくれ

る人がいないなど、深刻な訴えを聞いた。

また、年金収入だけで生活しているので、

出来るだけ安価な費用で入れる合葬式墓所

を望む声だった。 

⑴県下でも合葬式墓所を開設している自治

体が増えているが、把握している自治体

名を聞く。 

市長 

 

⑵開設している自治体では、合葬式墓所の

必要性をどのようにとらえているか、把

握しているのか。 

⑶令和３年度も墓地の使用数よりも返還数

が多くなっているが、この状況は今後も

続くと思われるか。また、その理由は何

であると考えるのか。また、使用料収入

等が減っていくと運営に影響がでるので

はないか。    

⑷令和２年１月に西脇市として高松霊園利

用者に「お墓に関するアンケート調査」

を実施している。現在お墓を持っている

人でも合葬式墓所を望む人が 17.8％い

る。市民全体の意見を聞くためのアンケ

ートの実施を求める。 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

９ 浅田康子 健幸都市の

実現に向け

て ～歩く

ことから～ 

⑴ウォーキングコースの設定について 

オリナスの外周歩道は人気であるが自宅

から遠いなどの理由で誰もが利用できな

い、市として他に市民にウォーキングに

適したコースを設定し推奨しているのか 

部長 

⑵反射グッズの配布について 

歩くことを推奨している健幸運動教室

Ni-Coや健幸ポイント事業において反射

グッズ配布の考えは 

⑶オリナス１階に血圧計の設置について 

多くの方が訪れるオリナス１階ラウンジ

に、旧市役所と同様に血圧計を設置でき

ないのか 

⑷「おりひめ体操」の現状と効果について 

「おりひめ体操」が始まって９年が経過

している。現状と効果を問う 

⑸「おりひめ体操」の種類について 

「おりひめ体操」は現在３種類あると思

う、どういった意図で３種類があり、ど

のように使い分けするのか  

⑹「おりひめ体操第３」の普及について 

「おりひめ体操第３」は制作されてから

まだ日が浅いことから、市民への普及は

これからという印象である、今後どのよ

うに周知されるのか 

⑺「コグニサイズ」の普及について 

運動と同時に認知予防を目的とした取り

組みが大切である、「コグニサイズ」の

普及についての考えを問う 

⑻「健幸都市・にしわき」で目指す社会に

ついて 

健康寿命の延伸に向け健幸教室 Ni-Coな

どのほか、市長は介護予防の観点からど

のような取組をされるのか、その結果ど

のような社会を目指されるのかを問う 

市長 

 

 

 

 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

10 高瀬弘行 小中学校の

統廃合につ

いて 

⑴学習環境規模適正化検討会議への諮問内

容について 

①「学習活動や学校行事等の学校生活及

び学校運営にも影響が生じているところ

です。」とあるが、具体的には、どのよ

うな内容か？また、そのような声は、ど

こから届いたのか？ 

部長 

②「本市の教育振興基本計画に沿った教

育施策を遂行していくに当たって、将来

にわたり適正な学習環境規模を維持し、

より良い教育環境を確保することが必要

であると考えております。」とあり、重

点目標 第１【施策の柱】１．「確かな

学力の育成」とあるが、検討会議では、

学力についてはどのような検討がされた

のか？特に低い学力集団をどのように改

善されようとしているのか？また、学力

テストなどから読み取れる学校規模と学

力の相関性などは？ 

 ③また、教育振興基本計画の重点目標 

第１ 【施策の柱】２．「豊かな心の育

成」とあるが、いじめや問題行動、不登

校などの課題克服についてどのような議

論がされたのか？（各学校のいじめと問

題行動の資料を求める） 

⑵「公立小学校・中学校の適正規模・適正

配置に関する手引」に関して 

 ①第１回検討委員会では、「手引」を参

考資料とし、適正規模として「 1学年２

学級以上」をに向けて様々な検討が行わ

れているが、手引が示す標準数を超える

大規模校の扱いは、どのような議論がな

されたのか？ 

 ②同ガイドラインでは、標準数以下であ

っても、一方的に統廃合するのではなく

「特別の事情があるときは、地域の実情

を配慮すること。」とあるが、地域の実

情とは具体的には？ 

 

 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   ⑶各種都市計画と適正配置との関係性につ

いて 

公共施設等総合管理計画、小中学校教育

施設長寿命化計画、立地適正化計画など

により、適正配置の決定にあたってどの

ような制限を受けるのか？ 

部長 

⑷各地区で実施された2回の説明会につい

て 

各地区ごとの集約結果と参加人数につい

て、どのようにとらえられているのか？ 

⑸答申後の取組計画について 

答申を受けてから、議会上程、計画実行

などの今後の予定は？ 

⑹現状と統廃合後の教諭数について（義務

標準法算定モデルによる比較） 

上記算定により算出される８校における

各小学校の教諭数と答申案にある４校に

おける各小学校の教諭数について（令和

４年４月１日現在の児童数による） 

⑺「秋田県方式」と言われる学力向上の取

組について？ 

市長がＨ 25年の所信表明の「教育の復

活」の中で「全国一の秋田県に追いつき

追い越すことを目標」などと表明されて

いるが、秋田県方式の特徴は？ 

⑻上記の質問を踏まえた総括的な質問 

①「手引」については、今後の学校にお

ける「適正規模・配置等」の在り方に関

して、メリット、デメリットなどを明確

にし、その対応方法を例示したものであ

る、捉えてよいのか？ 

教育長 

②複式学級、単学級は、学校教育全般に

おいて、劣っているというエビデンスは

あるのか？ 

③少人数教育について、どう考えるのか 

④同一校区における大きな規模の学校か

ら小さな規模へ通学できる制度について

どう考えるか？また、現在の校区外通学

の条件は？ 

 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   ⑤検討会議では、社会的課題となっている

いじめ、問題行動、不登校などについ

て、どのような議論がなされたのか？ 

 

⑥まとめ 

11 藤原桂造 小規模特認

校としての

双葉小学校

の必要性に

ついて 

⑴小規模特認校の設置の趣旨を問う。 部長 

⑵複式学級には問題があるのか？ 

⑶特認校の魅力をもっとPRして家族共々移

住してもらうことを推進すべきと考え

る。市はどのように考えているのか 

⑷市長は就任当時から、教育の復活をめざ

し全国一番の秋田県に追いつき追い越す

ことを目標にされている。 

西脇市の子どもたちの学力を上げるには

小規模校が重要と考えるが、教育長の考

えを聞く。 

教育長 

 


